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時

 

二
百
年
祭
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大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
雨
天
順
延
）

「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」二
十
八
日
よ
り

「
人
形
」受
付・祓
所
参
拝

　
　
　

午
後
六
時
よ
り
九
時
ま
で

「
夜
の
市
」開
催

　
　

水
無
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記
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事

記
念
例
祭
行
事

十
月
十
月 

二
日
～

二
日
～
屋
台
展
示

屋
台
展
示
（
境
内
）

（
境
内
）

　

八
日

　

八
日 

宵
々
宮
祭

宵
々
宮
祭 

奉
祝
行
事

奉
祝
行
事

　

九
日

　

九
日 

宵 

宮 

祭 

奉
納
披
露

奉
納
披
露

　

十
日 

例 

祭 

神
輿
渡
御
祭

神
輿
渡
御
祭

　
　

午
前
　

神
輿
・
山
車

　
　

午
前
　

神
輿
・
山
車 

総
巡
行

総
巡
行

　
　

午
後
　

同

　
　

午
後
　

同 

総
披
露

総
披
露 

市
役
所
前
広
場
　

市
役
所
前
広
場
　

神
輿
行
列

神
輿
行
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吹
貫
吹
貫
ー
稚
児
行
列

稚
児
行
列
ー
斎
女
斎
女
ー
神
輿
奉
輿
巡
行

神
輿
奉
輿
巡
行

こ
ど
も
論
語
塾

こ
ど
も
論
語
塾

丹 
後

日　

時　

８
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分

講　

師　

青 

木 

順 

子 

（
あ
お
き 

よ
り
こ
）
先
生　

参
加
料　

子
ど
も 

三
〇
〇
円　

大
人 

五
〇
〇
円

論
語
に
楽
し
く
親
し
ん
で
い
た
だ
く
教
室
で
す
。

親
子
で
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

御
鎮
座
二
百
年
式
年
大
祭 

奉
幣
祭

　

 

併
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
祭

 

　

平
成
二
十
三
年
四
月
十
日
（
日
）
午
前

十
一
時
よ
り
、
御
鎮
座
二
百
年
式
年
大
祭

奉
幣
祭
を
斎
行
、
旧
峯
山
藩
京
極
家
ご
当

主
京
極
高
幸
様
同
ご
令
室
様
並
に
ご
令
息

高
大
様
が
お
揃
い
で
ご
参
列
に
な
り
、
京

都
府
神
社
庁
長
、
平
安
神
宮
九
條
宮
司
ご

夫
妻
を
は
じ
め
二
百
名
に
の
ぼ
る
関
係
者

に
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

祭
儀
は
峰
山
町
内
奉
務
の
神
職
に
も
助

勢
い
た
だ
い
て
執
行
し
、
宮
司
の
祝
詞
で

東
日
本
大
震
災
の
復
興
も
併
せ
て
奏
上
、

参
列
者
と
と
も
に
ご
神
前
に
被
災
地
の
復

興
を
祈
願
。
ま
た
、
斎
女
（
い
つ
き
め
）
が

金
幣
を
奉
り
奉
賛
会
員
へ
の
頒
布
始
め
に

仕
え
、
平
安
神
宮
神
職
ら
に
よ
る
神
楽
・

舞
楽
の
奉
奏
と
続
き
、
祭
儀
終
了
後
に
は

宮
司
、
吉
村
孝
道
奉
賛
会
長
の
辞
に
続
き
、

京
極
高
幸
様
、
神
社
庁
長
様
か
ら
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

記
念
の
大
祭
を
滞
り
な
く
厳
修
、
神
社

の
歴
史
に
貴
重
な
足
跡
を
残
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
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本年の峰山花火大会は
金刀比羅神社二百年祭奉賛会で
実施します。



　

前
日
ま
で
の
時
雨
模
様
は
一
変
、

爽
や
か
な
好
天
に
恵
ま
れ
た
ま
さ
に

晴
れ
の
四
月
十
日
佳
日
、
二
百
名
も

の
参
列
者
を
得
て
御
鎮
座
二
百
年
式

年
大
祭
奉
幣
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
三
年
に
準
備
委
員
会
を
発

足
し
て
境
内
整
備
を
中
心
と
し
た
営

繕
事
業
に
着
手
、
五
年
前
か
ら
は
奉

賛
会
に
移
行
し
て
式
年
大
祭
執
行
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
十
年
間
に
わ

た
る
準
備
を
経
て
迎
え
た
晴
れ
の
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
の
計
画
で
は
祭
礼
当
日
に

「
吹
貫
お
披
露
目
・
奉
祝
稚
児
行
列
」

「
奉
祝
神
賑
行
事
」
等
を
執
行
す
る

計
画
で
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
発

生
後
間
も
な
く
、
被
災
状
況
の
甚
大

さ
を
考
慮
し
て
見
送
る
こ
と
と
な
り
、

被
災
地
復
興
祈
願
祭
を
併
せ
て
斎
行

し
ま
し
た
。

　

祭
儀
で
は
奉
祝
行
列
で
お
披
露
目

の
予
定
で
あ
っ
た
斎
女
（
い
つ
き
め
・

岩
佐
幸
葵
子
さ
ん
）
が
、
二
十
年
前

の
百
八
十
年
祭
の
折
、
讃
岐
金
刀
比

羅
宮
よ
り
戴
い
て
以
来
ご
本
殿
へ
お

祀
り
さ
れ
て
い
た
金
幣
を
奉
賛
者
各

位
へ
頒
か
つ
「
班
幣
」
に
仕
え
た
の

を
は
じ
め
、
宮
司
旧
知
の
ご
縁
で
ご

奉
仕
下
さ
っ
た
平
安
神
宮
神
職
ら
に

よ
る
祭
典
楽
と
「
浦
安
の
舞
」「
舞
楽
・

蘭
陵
王
」
を
奉
奏
し
ま
し
た
。

　

特
に
祭
儀
終
了
後
に
は
、

宮
司
、
吉
村
孝
道
奉
賛
会

長
の
辞
に
続
き
旧
峯
山
藩

主
京
極
家
第
十
六
代
ご
当

主
京
極
高
幸
様
に
親
し
く

ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、

「
金
刀
比
羅
神
社
が
峰
山
の
町
と
共

に
末
永
く
ご
隆
昌
な
さ
れ
ま
す
こ
と

を
ご
祈
念
い
た

し
ま
す
。
」

と
の
お
言
葉
を

賜
り
ま
し
た
。

　

当
社
は
二
百

年
前
七
代
目
の

高
備
（

た
か
ま
さ
）

公
が
先
代
ま
で

の
悲
願
を
果
た
さ
れ
て
讃
岐
金
毘
羅

大
権
現
よ
り
ご
分
霊
を
お
迎
え
し
て

創
建
さ
れ
、
以
後
今
日
ま
で
代
々
の

藩
主
と
峰
山
の
町
衆
の
信
仰
で
支
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
殊
に
丹
後
ち
り

め
ん
の
商
い
に
栄
え
た
町
の
力
が
こ

の
壮
大
な
社
殿
と
神
域
を
護
持
し
て

き
た
こ
と
か
ら
、
当
社
は
丹
後
峰
山

繁
栄
の
象
徴
で
も
あ
り
、
二
百
年
と

い
う
記
念
の
大
祭
に
京
極
家
御
当
主

と
町
民
代
表
が

一
堂
に
会
す
る

機
会
と
な
っ
た

こ
と
に
は
大
変

大
き
な
意
義
が

あ
り
、
ま
さ
に

歴
史
の
節
目
に

確
か
な
足
跡
を

残
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

昭
和
二
年
の
大
震

災
以
前
に
峰
山
町
内

各
町
に
十
一
基
あ
っ

た
山
車
「
吹
貫
」
を

再
現
し
て
新
調
、
二

百
年
祭
当
日
境
内
に

展
示
し
お
披
露
目
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
年
十
月
の
記
念

例
祭
か
ら
巡
行
予
定

で
、
式
年
大
祭
に
も

「
お
披
露
目
行
列
」
を
行
い
、
お
稚

児
さ
ん
と
斎
女
が
加
わ
り
町
内
を
巡

行
す
る
予
定
で
し
た
が
、
大
震
災
の

影
響
に
鑑
み
て
執
行
を
見
送
り
吹
貫

の
展
示
の
み
行
い
ま
し
た
。

　

丹
後
大
震
災
で
失
わ
れ
る
ま
で
の

町
内
に
は
山
屋
台
十
基
、
竹
屋
台

（
簡
易
な
芸
屋
台
）
九
基
、
吹
貫
十

一
基
を
有
し
て
お
り
、
他
に
類
の
な

い
ほ
ど
の
大
規
模
な
祭
礼
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
吹
貫
は
今
日
ま
で

復
興
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

か
つ
て
の
祭
礼
の
姿
に
少
し
で
も

近
づ
け
ら
れ
れ
ば
と
二
百
年
大
祭
記

念
事
業
の
柱
と
し
て
再

現
新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
月
の
神
輿
渡
御
祭

に
は
吹
貫
を
先
頭
に
稚

児
行
列
、
斎
女
も
加
わ

り
、
神
輿
奉
輿
巡
行
で

盛
大
に
執
行
す
る
計
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
人
が
人
生
の
知

恵
と
し
て
学
ん
で
き

た
「
論
語
」
に
楽
し

く
親
し
み
、
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
日
本
人
の

心
を
親
子
で
育
ん
で

も
ら
お
う
と
「
丹
後

こ
ど
も
論
語
塾
」
が

初
め
て
当
社
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

六
月
五
日
（
日
）

富
山
県
高
岡
市
よ
り

青
木
順
子
先
生
（
と
や
ま
論
語
を
楽

し
む
会
代
表
）
を
迎
え
て
初
開
催
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の
参
加
者
五

十
名
は
、
先
ず
ご
本
殿
へ
正
式
参
拝

し
「
正
し
い
お
参
り
の
仕
方
」
を
学

ん
だ
後
、
会
館
で
の
教
室
に
の
ぞ
み
、

全
員
で
論
語
の
素
読
を
し
た
り
漢
字

を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
す
る
な
ど

楽
し
く
学
べ
る
内
容
に
大
好
評
を
得

て
い
ま
し
た
。

　

以
後
二
ヶ
月
に
一
度
、
第
一
日
曜

日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

五
月
二
十
二
日
（
日
）
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
を
目
的
に
有
志
が

集
い
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
催
、
趣

旨
に
賛
同
さ

れ
た
ウ
イ
ン

ド
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
与
謝
の

吹
奏
楽
コ
ン

サ
ー
ト
も
催

さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
午

前
中
は
雨

模
様
と
な

り
、
急
き
ょ

斎
館
で
午

後
か
ら
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ン
サ
ー

ト
開
始
の
頃
に
は
晴
れ
間
も
の
ぞ
き
、

無
事
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
災
者
の
方
々
へ
想
い
を
届
け
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
や
義
捐
金
の

募
集
も
行
な
い
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
収
益
と
と
も
に
被
災
地
へ
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

創
建
二
百
年　

歴
史
に
刻
む
足
跡

斎
女
奉
仕　

浦
安
の
舞
奉
納

京
極
家
御
当
主
よ
り
御
言
葉
賜
る

　
　
　
　
　

「
吹
貫
」

「
吹
貫
」
新
調
お
披
露
目

親 子 で 楽 し
む

震災以前の吹貫

金幣頒布に仕える斎女

京極高幸様

吉村孝道奉賛会長

舞楽「蘭陵王」

宮司祝詞奏上


